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丹l l 紙2

(仮称)葛 飾区業務継続計画 (BCP)〈地震編〉 (案)修正箇所
一

覧

(仮称)葛飾区業務継続計画 (BCP)<地震編>(素 案)か ら、以下の視点により、
所要の修正を行いました。

1 災 害時優先業務の名称及び着手時間の修正

① 関連する災害時優先業務の着手時間について、時系列を整合させました。
② 複数課で行つている同一業務について、業務名と着手時間を統一しました。
③ 内容が分かりにくい業務名については、名称を修正しました。
④ 各課共通業務と同一の業務については、一覧から削除しました。

2 大 地震が発生した際の区の活動態勢の見直し
3 分 かりにくい表現の修正等
※ 区 民意見提出手続き (パブリックコメン ト)の 実施結果 (反映な し)

修正前 修正後

《第 3章  災 害時優先業務》 (Pll)

図 4 災 害時優先業務の基本的な考え方

災害時優先業務の例

1時 間以内

職員の安否確認 (勤怠管理)、通信、情報システ

ム等の確認

《第 3章  災 害時優先業務》(Pll)

災害時優先業務の例

1時 間以内

職員の安否確認 (勤怠管理)、情報システム等の

確認

災害時優先業務の例

1時 間以内

災害時要援護者の支援

災害時優先業務の例

1時 間以内

緊昼錯置 (施設 ・道路等の応急復旧など)

災害時優先業務の例

3時 間以内

連難所の安全確認

削除

災害時優先業務の例

12時 間以内

緊急輸送手段 ・輸送路の確保 (道路 ・橋梁補修)

24時 間以内

緊急輸送手段 ・輸送路の確保 (道路 ・橋梁補修)

災害時優先業務の例

12時 間以内

庁舎等応急復旧

削除

災害時優先業務の例

12時 間以内

広報活動 (報道対応など)

1時 間以内

広報活動 (防災行政無線 ・FMか らの情報発信な

ど)

災害時優先業務の例

24時 間以内

し尿処理

1、 2週 間以内

し尿収集運搬



(仮称)葛 飾区業務継続計画(BCP)〈地震編〉 (案)修正箇所一覧

修正前 修正後

災害時優先業務の例

24時 間以内

廃棄物処理方針の策定

12時 間以内

廃乗物処理方針の策定

災害時優先業務の例

24時 間以内

死亡手続き (戸籍事務) 死亡届け関連手続き (戸籍事務)

災害時優先業務の例

1、 2週 間以内

各種支払い (給与、契約、補助脅、手当等)

1、 2週 間以内

各種支払い (給与、契約、手当等)

災害時優先業務の例

1、 2週 間以内

がれきの処理

削除

災害時優先業務の例

1、 2週 間以内

義援金の受入れ、配分計画等

24時 間以内

義援金の受入れ、配分計画等

災害時優先業務の例

1、 2週 間以内

教育の再開に向けた準備 (小・中学校、幼稚園運営)

1、 2週 間以内

教育の再開に向けた準備

災害時優先業務の例

1、 2週 間以内

応急危険度判定調査の実施

3時 間以内

応急危険度判定調査の実施

災害時優先業務の例

1、 2週 間以内

公共施設等被害状況把握

肖」彫ド

災害時優先業務の例

1、 2週 間以内

り災証明書の発行

lヶ 月以内

り災証明書の発行

災害時優先業務の例

lヶ 月以内

復興基本方針の策定 ・公表

1、 2週 間以内

復興基本方針の策定 ・公表

災害時優先業務の例

lヶ月以内

建築制限区域等の指定

1、 2週 間以内

建築制限区域等の指定

災害時優先業務の例

lヶ 月以内

教育の再開

削除

災害時優先業務の例

lヶ 月以内

特別区民税都民税減免処理

2



(仮称)葛 飾区業務継続計画(BCP)(地 震編〉(案)修正箇所一覧

修正前 修正後

《第3章  災 害時優先業務》(P14)

3.災 害時優先業務
一

覧

人事課

2週間以内 災 害時応急業務

応援職員の給与支給

《第3章  災 害時優先業務》(P14)

他自治体応援職員の給与支給

収納対策課

12時 間以内 災 害時応急業務

災害対策本部 ・災対輸送 1課 ・輸送班としての業

務

物資及び飲料水の輸送等、災害対策輸送業務

収納対策課

2週 間以内 通 常業務

課内庶務 (契約 ・支払い関係)

削除

P15 税 務課

12時 間以内 災 害時応急業務

災害対策輸送 2課 物資及び飲料水の輸送等、災害対策輸送業務
P15 営 繕課

1時 間以内 災 害時応急業務

職員の安全確保

削除

P17 防 災課

3時 間以内 災 害時応急業務

連絡及び協議調整

P17

災害対策各部連絡及び関係機関との協議調整

P19 福 祉管理課

3時 間以内 災 害時応急業務

災害弱者マニュアルに基づく災害時要援護者対

策

P19

部内・他部及び民生委員児童委員協議会との連絡

調整等の災害時要援護者対策

福祉管理課

12時 間以内 災 害時応急業務

高齢弱者専用連難所の開茎 ・運営

肖ll除

福祉管理課

24時 間以内 通 常業務

火災等り災見舞金支給

lヶ月以内 通 常業務

火災等 り災見舞金支給

高齢者支援課

12時 間以内 新 規発生業務

かつ しかあんしんネット事業利用者の関係者紹

介

かつしかあんしんネット事業利用者の関係者照
△
=

障害福祉課

1時 間以内 災 害時応急業務

災害弱者支援マニュアルに基づく災害時要援護

者対策

要援護障害者の安否確認の総括 ・支援、障害福祉

施設利用者の保護等の災害時要援護者対策

3



(仮称)葛 飾区業務継続計画 (BCP)〈地震編)(案 )修正箇所一覧

修正前 修正後

P19 障 害福祉課

12時 間以内 災 害時応急業務

要援護者障害者専用避難所 (第2順 位避難所)の 削除

開設

P21 障 害者施設課

12時 間以内 災 害時応急業務

第 1順位避難所の開設 ・運営

削除

障害者施設課

12時 間以内 災 害時応急業務

第 2順位避難所の開設 ・運営

削除

国保年金課

1時 間以内 新 規発生業務

通常業務及び災章対策活動場所の確保 (散乱物の

片付けなど)

削除

国保年金課

1時 間以内 通 常業務

来庁者 ・職員等の安全管理

削除

国保年金課

12時 間以内 災 害時応急業務

災対輸送 3 rfR

P21

物資及び飲料水の輸送等、災害対策輸送業務

介護保険課

1時 間以内 災 害時応急業務

災害弱者支援マニュアルに基づく災害時要援護

者対策

福祉施設の状況及び災害福祉ニーズの把握・調整

等の災害時要援護者対策

介護保険課

1時 間以内 新 規発生業務

課職員の安否確認

肖」除

介護保険課

1時 間以内 新 規発生業務

災害対策活動場所の確保 (散乱物の片付けなど)

肖け除

西生活課

3時 間以内 災 害時応急業務

災害弱者支援マニュアルに基づく災害時要援護 対する生活保護・生活支援及び

者対策 収容、要援護高齢者 ・障害者の安否確認 ・所在確

認の支援等の災害時要援護者対策

西生活課

2週 間以内 通 常業務

各種支払い (生活保護脅以外)

削除



(仮称)葛 飾区業務継続計画(BCP)(地 震編〉 (案)修正箇所一
覧

修正前 修正後
P21 東生活課

3時間以内 災 害時応急業務

災章弱者支援マニュアルに基づく災害時要援護

者対策

高齢者 ・障害者に対する生活保護 ・生活支援及び

収容、要援護高齢者 ・障害者の安否確認 ・所在確

認の支援等の災害時要援護者対策

東生活課

3時 間以内 新 規発生業務

災害を契機 として発生する相談窓口業務 (中国語

を含む)

災害を契機 として発生する相談窓口業務 (中国語

対応)

P22 東 生活課

3時 間以内 新 規発生業務

災害を契機 として発生する問い合わせ業務 (中国

語を含む)

P21

災室を契陛 として発生する問い合わせ業務 (中国

語対応)

東生活課

1週 間以内 通 常業務

医療支援給付事務

P21

医療支援給付事務 (中国残留邦人対象)

東生活課

1週 間以内 通 常業務

介護支援給付事務

P21

介護支援給付事務 (中国残留邦人対象)

P23 保 健サービス課

1週 間以内 通 常業務

難病訪問看護

P22

難病患者訪問看護

金町保健センター

12時 間以内 通 常業務

難病訪問看護

1週 間以内 通 常業務

難病患者訪問看護

小菅保健センター

1週 間以内 通 常業務

難病訪問看護 難病患者訪問看護

P24 子 育て支援課

1時 間以内 災 害時応急業務

課内職員安否確認 ・職場内業務復旧

削除

P24 子 育て支援課

1時 間以内 災 害時応急業務

災害対策保育対策rlR本部連絡事務 削除

P24 保 育管理課

2週 間以内 通 常業務

支払事務 削除

5



(仮称)葛 飾区業務継続計画 (BCP)〈地震編〉 (案)修正箇所一覧

修正前 修正後

P25 建 築課

1時 間以内 災 害時応急業務

部内他課との連絡調整

肖」レド

P26 道 路建設課

2週 間以内 通 常業務

課内庶務その他他の係に属 しないこと

削除

P28 指 導室

1時 間以内 通 常業務

総合教育センターの保全

P27

1時 間以内 新 規発生業務

総合教育センターの保全

指導室

1週 間以内

適応指導教室運営

1時 間以内 通 常業務

適応指導教室運営

地域教育課

1時 間以内 通 常業務

プレイパーク事業 プレイパ
ーク事業 (保護者への引渡し等)

地域教育課

1時 間以内 通 常業務

放課後子ども事業 (わくわくチャレンジ広場)の

運営に関すること

放課後子ども事業 (わくわくチャレンジ広場)の

運営に関すること (保護者への引渡 し等)

生涯スポーツ課

1時 間以内 新 規発生業務

体育施設の保全 屋外体育施設の保全

生涯スポーツ課

12時 間以内 災 害時応急業務

体育施設の保全 体育施設の災害対応準備

P29 生 涯スポーツ課

2週 間以内 通 常業務

各種支払い ・委託料等の支払いに関すること

P28

削除

P30 区議会事務局

ュ時間以内 通 常業務

P29

議長車の運行

区議会事務局

3時 間以内 災 害時応急業務

災対本部等との連絡 ・調整

削除



(仮称)葛 飾区業務継続計画(BCP)〈地震編〉(案)修正箇所一
覧

修正前 修正後

《第4章  業 務継続における基本事項》(P.32)

震災時の区職員の態勢は、次のとお りとなりま

す。

(1)非 常配備態勢

区内において震度 5強 以上の地震により災害

が発生した場合、直ちに第 2非 常璽備態勢ど敷

かれ、職員の居住地 ・性別 ・職種等に関わらず、

区職員全員態勢により災害対策を実施 します。

(2)特 別非常配備態勢

休 日・夜間等の勤務時間外に震度 5強 以上の

地震が発生した場合に、本格的な災害対策本部

に移行するまでは、特別非常配備態勢により応

急活動を実施 します。

《第4章  業 務継続における基本事項》 (P.32)

区内において震度 5強 以上の地震により災害が

発生 した場合、直ちに第 2非 常配備態勢が敷か

れ、職員の居住地 ・性別 ・職種等に関わらず、区

職員全員態勢により災害対策を実施 しますハ

《第4章  業 務継続における基本事項》(P.33)

3.(2)執 務時間外 (休日'夜間等)に 地震が

発生した場合における各職員の初動

休 日・夜間等の執務時間外に震度 5強 以上の地

震が発生した場合には、全職員が普段自分の出

勤している場所へ参集 し、災害対策本部に移行

するまでは特別非常配備態勢により応急活動を

実施することとします。災害対策本部に移行後

は、上記 |(1)執務時間内に地震が発生した場

合における各職員の初動」に基づき、各職員が

災害時優先業務に着手をします。

《第4章  業 務継続における基本事項》 (P.33)

3.(2)執 務時間外 (休日・夜間等)に 地震が

発生した場合における各職員の初動

休 日・夜間等の執務時間外に震度 5強 以上の地震

が発生した場合には、全職員が普段自分の出勤し

ている場所へ参集 し、上記 「(1)執 務時間内に地

震が発生した場合における各職員の初動」に基づ

き、各職員が災害時優先業務に着手をします。

《第4章  業 務継続における基本事項》(P.34)

4.(2)解 除基準及び解除

本計画の解除基準は、次のとお りとし、本部長

(区長)は 本計画を解除しても問題ないと認め

たときに解除宣言をすることにより、本計画は

解除されます。

なお、各部局の対応状況に著しい差異が生じて

いる場合は、その状況に応 じて、各部局の状況

に応 じた部局限定の解除をすることとします。

①全ての災害時優先業務が復旧されたとき。

②通常業務を除いた災害時優先業務がおおむね

完了したとき。

《第4章  業 務継続における基本事項》(P,33)

4.(2)解 除基準及び解除

本計画の解除基準は、次のとおりとし、本部長 (区

長)が 解除宣言をすることにより、解除されます。

①通常業務を除いた災害時優先業務がおおむね

完了したとき。

②その他、本部長 (区長)が 解除しても問題ない

と認めたとき。

なお、各部局の対応状況に著しい差異が生じてい

る場合は、その状況に応 じて、各部局の状況に応

じた部局限定の解除をすることとします。



(仮称)葛 飾区業務継続計画(BCP)〈地震編)(案 )修正箇所一覧

修正前 修正後

《第 6章  災 害時優先業務遂行に必要な資源

の確保》 (P.50)

2.電 力

(3)今 後の対策の方向性

また、今回の調査結果では問題がなかったと判

断した区施設についても、震災時に十分な電力

量を確保できるか確認する等、適宜、必要に応

じて以下に示す対応を検討する必要がありま

す。

・非常用発電機が設置されており、OA機 器や非

常用電源への供給が考慮されている区施設につ

いて、防災用としての用途だけでなく、災害時

優先業務遂行にあたり十分な電力量が確保 され

《第 6章  災 害時優先業務遂行に必要な資源の

確保》(P.50)

2.電 力

(3)今 後の対策の方向性

また、今回の調査結果では問題がなかったと判断

した区施設についても、現状の電力供給量で災害

時優先業務が遂行可能か検討する等、適宜、必要

に応 じて以下に示す対応を検討する必要があり

ます。

・非常用発電機が設置されており、OA機器や非常

用電源への供給が考慮 されている区施設につい

て、現状の電力供給量で防災用としての用途だけ

でなく、災害時優先業務必行が可能かどうか給討

ているかどうか、詳細に確認

・燃料備蓄を充実するとともに、震災時にも優

先的に業務継続に必要な量の燃料や電力供給が

行われるよう燃料供給事業者や電力会社との連

携を強化

・燃料備蓄を充実するとともに、震災時にも優先

的に業務継続に必要な量の燃料や電力供給が行

われるよう燃料供給事業者や電力会社 との連携

を強化


